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   Most instances of fibrinochyluria re due to filariasis andit has been known that the 
first is a sequence of the latter. Although there have been accumulated may reports regard-
ing to the treatment of fibrinochyluria, none of them are absolutely reliable. 
   Prednisone has been put on clinical trial in our clinic with satisfactory results.  Anti-
allergic, -inflammatory, -hialuronidase, and -permeability actions will be considered the 

























部,肘 部,腋 窩部等表在性 リyパ腺腫脹を認めず















































の病因に関しては古 くからフィ ラリア症 と連球
菌その他の 細菌感染 が考えられ,事 実サルフ


























は夜聞血液及びへ トラザ ン,スパ トニン,スチ
ブナール等による昼間誘発法が挙 げられている
がその陽性率は低 く15～5096(阿世知,児 玉,








孟腎杯への リンパ管直接開 口であると主張 し,








細上は フィラリア 虫 抽出液中にSpreading
factor様のものを認 め,尾辻は乳慶尿,陰 嚢
水腫,象 皮病 及び熱発作 患者 では 健康者に比







としてキ昌一ネ,砒素,ス チ ブナール,ヘ トラ
ザン(ス パ トニン),バ ル(山村),ペ ニシ リ
ン(青木),ト リコマィシン(佐 藤),腎 孟内
杉村一 フィラリア症後胎症 としての乳廉線維素尿症のPrednisone療法
薬物注 入(田 村,北 川等一腎孟盗流像 を認 め る
ものに特 に効 ありとい う),腎 部 レ線照射(皆
見)等 汝に よ り或 る程度 の効果 を得 てい るが再
発例 もあ り,片 峰,岡 元 らの腎被膜剥 離術,腎
周囲 リンパ管遮断術 を強調 し,前 田は慢 性で一
側 腎の機能 が高度 に侵 された ものには腎別 も止
むを得 ぬ としてい る,し か しこれ らの方 法 にて
も完治 しない症例 も存す る.
余は片峰,田 辺 ら の 免 疫 ア レルギ ー 説,岡
村,楢 原 らの ア レルギー説,Saunes,Kahn,
G6tzeらの透過性充進 説,細上,尾辻 らの拡散 因
子 に関す る研究等 々の病因論 に立 つ て,そ の抗
ア レルギー作用,抗 ピアル ロニダ ーゼ作 用,及
び透過性抑制作 用か ら未だ その治験報告 を見な
いがPrednisoneの使用 を着想,スパ トニン,
マフアル ゾール療 法,薬 物腎孟 内注 入療法 無効
の一症例 に試 み,劇 的 に 治癒 に 導 く事が で き
た.し か し血中,尿 中の仔虫検 出は当初 より陰
性 であ るため,仔 虫,母 虫 に対 す る影響 は全 く
不 明であ るが これ らに対 してはPrednisoneの
効 は望 むべ くもない もの と考 え る.従 つて根本
療法 と してスパ トニンその他 の殺虫作 用のあ る
と認 め られ る薬物は投与す べ きで あ り著 者の症
例 も乳 贋線 維素尿 消失後 もスパ トニンを使用 し
た.
本症例 では腎孟 レ線像で造影剤 の腎孟外盗流
像は認 め られなかつたが重複腎孟兼重複 尿管が
認 められ,これがLocusminorisresistentiae
とな り,フ ィ ラ リア症 の一表現 として乳廉線維
尿を発症せ しめた もの とも考え られ る.
結 語
両側完全重複腎孟兼一側完全他側不完全重複
尿管の患者 に発症 した乳慶線維素尿に対 し,そ
の抗アレルギー作用,抗 炎症作用,抗 ピアル ロ
ニダーゼ作用及び 透過性抑制作用からPred一
7・23
nisoneを投 与 し完治せ しめ えた.




主 要 文 献
1)指宿:鹿 大 医学 雑 誌,9:1076,昭32.
2)北村:寄 生 虫 学 雑 誌,3:1,1954.
3)福元:鹿 大 医学 雑 誌,9:1228,昭32.
4)川 崎:鹿 大 医学 雑 誌,9:1486,昭33.
5)阿 世知 他:鹿 児 島 医 大紀 要,4:32,昭28.
6)児 玉=皮 と泌,17:326,昭30.
7)片 峰:臨 林 と研 究,31-5,1954.
8)指 宿:鹿 大 医学 雑 誌,8:959,昭32.
9)片 峰 他:皮 と泌,17;176,昭30.
10)田辺:長 崎 医 学 会雑 誌,31:208,昭31.
11)尾辻:鹿 大 医 学雑 誌,8;951,昭32.
12)山村:日 泌 会誌,46:665,昭30.
13)膏木:日 泌 会 誌,46:659,昭3(L
14)佐藤:鹿 大 医 学雑 誌,8:760,昭31.
15)岡元:日 本 医事 新 報,1672:35,昭3L
16)浜田:鹿 大 医学 雑i誌,10・441,昭31.
17)門田:鹿 大 医 学 雑 誌,102,昭31.
18)齊藤:小 児科診 療,29:712,昭29.
19)佐藤 他:鹿 児 島 医 大紀 要,4:185,昭28.
20)永田:日 大 医学 雑 誌,16:1124,昭32.
21)岡元:鹿 児 島 医 大紀 要,4:30,昭2R.
22)前田:鹿 児 島 医 大 紀要,4:155,昭28.
23)佐藤:鹿 大 医 学 雑 誌,9:1520,昭33.
24)天野 他:日 泌 会 誌,46:661,昭30.
25)河内:泌 尿 紀 要,1:207,昭30,
26)岡元=日 泌 会 誌,45:256,昭29.
27)亀甲:日 泌 会 誌,45:256,昭29.
28)Santiago-Stevenson,D.,01iver-Gonzalez,J.
&Hewitt,R.1.:J.A.M.A.,135:708.1957.
29)片峰:長 崎 芸 学 会雑 誌,27:195,昭27.
30)片峰:長 崎 葺学 会 雑誌,27:226,昭27.









































大阪東区道岬 小 野 薬 品
● 脚 ・ 膠.'●s
